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年頭のあいさつ
会長 竹内 強（愛知県知多郡阿久比町）

新年、あけましておめでとうございます。

2017年は、ある意味で激動の年でした。トランプ大統領は、アメリカンファースト

を叫び、世界に圧力をかけています。そのことが私たちにとって良いことか、悪いこ

となのかは、それぞれの立場で異なるでしょうが、北朝鮮の金政権の核実験やミサイ

ル開発などの妄動とあわせて、少なくとも東アジアの政治情勢は平和の方向へ向かっ

ているとは思えません。また、ノーベル平和賞に輝いた、核兵器廃絶を訴える団体の

「ＩＣＡＮ」は、日本の広島や長崎の被爆者が大きな役割を果たしたといわれていま

す。しかし、日本政府はこの受賞をもろ手を挙げて歓迎しているようには見えません。

私たちを取り巻く情勢は何か焦臭さを感じさせる年明けになっています。

朝鮮半島の危険な動きは、1400年前の状況を思い出させます。古田史学を学ぶ者に

とって「白村江の戦い」は重要な出来事です。私は、百済再興のために唐と新羅の連

合軍と戦い敗れた「白村江の戦い」が九州王朝滅亡の原因であろうと考えていました。

しかし、古田先生はこれを否定しています。それは結果であり原因ではないと。

「それはほかでもない。四世紀より七世紀まで、朝鮮半島に大軍を送りつづけたこ

と。あるいは半島内の支配権を主張し、あるいは半島内の一角に拠点を確保しようと

しつづけたこと。そして、何よりも朝鮮半島内人民の怨嗟の声と武器の支配とを対立

させていたこと−−それが真の原因である。」「他国の領域に武力を行使し、それによっ

て長期間影響力をもちつづけようとする大国は、すべて滅び去るほかない。−−それが

歴史の鉄則だ。外に対する圧力は、必然的に内部の腐敗と矛盾を招き、ついにはみず

からの基盤を掘りくずしてしまう。九州王朝は、みずからの全歴史をもって、この真

理を実証し終わったのである。」（『失われた九州王朝』第５章Ⅳ結び－三つの真実）

この歴史の教訓を我々はどう受け止めるのか。時代の大きな岐路が目前に迫ってい

ます。2018年の年明けです。
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ところで、日本の歴史学の分野では、もっと科学的な視野で理解を掘り下げなけれ

ばいけないと思います。歴史は常にその時々の政治権力に左右されてきました。中国

の史書にしても記紀にしても、そうした制約の中で生まれた歴史書です。それを書い

た時代の権力者にとって都合の悪いことは除かれるか、あるいは書き換えられていま

す。そして、明治維新によって天皇制が復活・強化されると学校教育を含め歴史は大

きく変化し、70年にわたる戦後教育の民主化の中でも、天皇家一元史観は、しぶとく

生き残ってきたのです。私たちは、そうした状況のもとで歴史を勉強してきました。

古田先生の教えは、古代史を含めた歴史について、そうした様々な束縛の解放から

始めることだと私は理解しています。

科学ジャーナリストのジョン・ホーガンは『科学の終焉』(徳間書房、2000年)にお

いて「純粋科学、すなわち、我々が何者でどこから来たかについての知識の追求は、

すでに収穫逓滅の時代に突入している」と断言し、その理由は「科学は物理的、経済

的、認識的な制限に直面している」ためであるとしています。20世紀前半部において

は、相対論、量子論、ＤＮＡの二重ラセン構造、ビッグバン理論、プレートテクニク

スなど、純粋科学分野の華々しい活躍があったのに比べ、後半の50年は見るべき成果

が見あたらないといいます。しかし、別の見方をすれば、応用化学の分野では、まだ

これからその必要性や発展の余地があるということではないでしょうか。

考古学・歴史学の分野において、科学の果たす役割はますます大きくなって行くと

予見し、さらなる成果が得られることに期待したいと思います。

皇后系図から欠史八代の天皇の動向を探る

一宮市 畑田寿一

１ 欠史八代の時期と実在性

『日本書紀』では、神武天皇の即位を紀元前660年としており、10代目の祟神天皇

の即位時期を紀元前97年としている。このため各天皇の在位期間が異常に長く、とて

も史実とは言えない。

欠史八代は、架空とする説が現在でも根強く、あまり研究の対象とされてこなかっ

た。しかし、神武天皇の即位を３世紀中頃（『東海の古代』207号掲載の拙稿「神武天

皇の東征を遺跡から探る」）とし、祟神天皇の没年を古事記が記す４世紀前半とする

と100年足らずの出来事になる。

欠史八代の天皇に妃を嫁がせたのは殆ど「ニギハヤヒ」一族であるが、伝説と史実

が入り混じる中、より史実に近い事柄を求めて、欠史八代での天孫族の動きを探って

みたい。

２ 歴代天皇の皇后・妃の出身と置いた宮の場所

以下、特に断わらない場合は『日本書紀』の記述で話を進める。
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欠史八代の宮の設置位置 （注）数字は天皇の代を表す。

（1） 神武天皇
じ ん む

妃の「吾平津姫」は日本書紀では日向国吾田邑の出身とされており、宮内庁は鹿児
あ ひ ら つ ひ め

島県としているが、天孫降臨の地「高千穂」とは離れている。この地の比定は明治時

代に行われており、当時の政治勢力の結果であろう。神武東征の際には子の「手研耳命」
たぎしみみのみこと

が活躍していることから、北九州の「日向」付近の出身で東征の際に付いて来たと考

えられる。橿原に宮を置いた後、大国主の孫の「媛蹈鞴五十鈴媛」を迎え皇后とした
ひ め た た ら い す ず ひ め

としている。媛は当時三輪山付近に住んでおり、この婚姻によって出雲系一族との関

係が成立したことになるが、当時未だニギハヤヒとは対峙しており、神武天皇も高齢

（51歳）であったので、妃として迎えることが出来たか疑問である。
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（2） 綏靖天皇
すいぜい

皇后の「五十鈴依媛」は、書紀では神武天皇の皇后の「媛蹈鞴五十鈴媛」の叔母と
い す ず よ り ひ め

している。『古事記』では磯城県主の妹の「河俣毘売」を妃に迎えたとしているが、
か わ ま た び ひ め

これに依ればニギハヤヒ一族との関係ができたことになる。記紀のいずれが正しいか

判断できないが、宮を橿原の南西の葛城山の麓の「高丘宮」に移した点からみて『古

事記』の方が正しいのではないか。

（3） 安寧天皇
あんねい

書紀では「渟名底仲媛（大国主の孫（鴨王）の娘）」を皇后にしたとしている。『古
ぬ な そ こ な か つ ひ め

事記』では磯城県主の娘の「阿久斗比売」を妃としたとしている。宮は「片塩浮孔宮
し き あ く と ひ め

（橿原の北西）」に移した。前帝の妃をニギハヤヒ一族としたが、こちらも 阿久斗比

売の方がより妥当性に富むと思われる。

（4） 懿徳天皇
い と く

「天豊津媛（安寧天皇の子の息石耳命の娘）」を皇后にし、宮を曲峡宮（橿原市）
あ ま と よ つ ひ め まがりおのみや

に移した。曲峡宮は橿原の南東方向にあたる。

（5） 孝昭天皇
こうしょう

「世襲足媛」を皇后にし、宮を掖上池心宮（御所市）に移した。世襲足媛は尾張の
よ そ た ら し ひ め

祖、瀛津世襲の妹とされているが、この当時は東海の尾張氏は存在しないので高尾張

邑の尾張氏であろう。

（6） 孝安天皇
こうあん

皇后について、書紀本文では「孝安天皇の姪の押媛」としているが、第１の一書で
おしひめ

は磯城県主葉江の娘である「長媛」になっており、また、第２の一書では、十市県主

五十坂彦の娘である「五十坂媛」としている。宮は秋津嶋宮（御所市）に移した。十

市県主は磯城県主から分かれた氏族と考えられるので、磯城県主との関係が引きつづ

き続いた。

（7） 孝霊天皇
こうれい

皇后は「細媛」で、宮を黒田庵戸宮（橿原の北方・磯城郡）に移した。「細媛」は

磯城県主大目の娘である。なお、『古事記』では十市県主祖大目の娘である「細比売」

としている。また、書紀第１の一書での皇后は「春日千乳早山香媛」。第２の一書の
か す が の ち ち は や や ま か ひ め

皇后は「十市県主等の祖である真舌媛」としており、情報が混乱しているが、ここで
ま し た ひ め

は全部娶ったとしたい。磯城県主は、綏靖天皇以下６代に皇妃を入れたと伝えられる

が、磯城は縄文時代には大和湖があり、弥生時代には干上がってデルタ地帯を形成し

ていた。この地の主と婚姻関係を持つことは食料確保の点からおおいに意味がある。

（8） 孝元天皇
こうげん

皇后は「欝色謎命」で、宮を軽の「境原宮」に移した。
うつしこめのみこと

皇后の祖父は出石心大臣命（ニギハヤヒの５代目？） で、 父は大矢口宿禰命、兄の欝色

雄命は穂積臣の先祖にあたる。境原宮は橿原神宮の南隣にあった。
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妃には「伊香色謎命」と「埴安媛」がいる。伊香色謎命の祖父は、大水口宿禰命（ニギハ
いかがしこめのみこと はにやすひめ

ヤヒの６代目？）で、父は大綜麻杵命にあたる。埴安媛は河内国造の青玉繋の娘で、
あおたまかけ

この辺りから河内との関係ができたと考えられる。

（9） 開花天皇
か い か

皇后には孝元天皇の妃の「伊香色謎命」をあてた。妃は「丹波竹野媛」と「姥津媛」
た ん ば た か の の ひ め は は つ ひ め

を娶った。伊香色謎命には子供もおり、既に丹波竹野媛がいる状態で皇后に迎えた事

情はよく分からないが、ニギハヤヒの繋りを重視した結果であろう。姥津媛は和珥臣

の先祖の天足彦国押人命の孫で、美濃地方で活躍した彦坐王を生んだ。天足彦国押人

命は５代目孝昭天皇の長男とされているが、一方、和珥氏は南方から渡来した海洋民

族とされとされている。ここでは海洋民族説を採りたい。

宮は春日の「率川宮」に定めた。率川宮は春日大社の東側にあたり、春日氏は和珥
いざかわのみや

氏から派生した氏族であるので姥津媛との関係が覗われる。この代で初めて葛城の地

を離れることになった。率川宮から橿原までは直線距離で20ｋｍあり、政治の中心が

何処にあったか不明であるが、この地が政治の中心地ではないと思われる。

（10）祟神天皇
す じ ん

皇后は「御間代媛（孝元天皇の孫）」、妃は「遠津年魚眼眼妙媛」、「尾張大海媛」を娶っ
み ま き ひ め と お つ あ ゆ め ま く わ し ひ め おわりおおしあまひめ

た。遠津年魚眼眼妙媛は紀伊国の荒河戸畔の娘である。また、尾張大海媛は京都の籠神社

の『海部氏本系図』に拠れば、天明火命から数えて７代目の建宇比命の娘にあたり、これで海

部氏との関係ができたことになる。

宮は磯城の「瑞籬宮」とした。瑞籬宮は纏向遺跡の近くにあり、天孫族が大和の他の氏族と
みずかきのみや

肩を並べたことを意味すると思われる。

３ ニギハヤヒ一族の動向

『先代旧事本紀』第５巻の「天孫本紀」に拠れば、ニギハヤヒの子（２代目）の「宇

摩志麻治命」が神武天皇と同世代であり、祟神天皇の母にあたる「伊香色謎命」は７

代目になる。１代を15年から20年とすると100年足らずになり、冒頭の時代想定の妥

当性がここでも証明される。

ニギハヤヒは、卑弥呼が共立される以前、倭国の騒乱時期に九州の遠賀川流域から

大和にやって来た。最初に日下（東大阪市北東）に上陸し、生駒山東側山麓から富雄

川流域の鳥見（郡山市）に居を構えたとされている。

この時期の一族の活躍は諸説が入り乱れているが、出石心大臣（５代目）のときに

物部と穂積に別れ、大綜杵命（６代目・孝安天皇代）が物部氏の祖となった。７代目

の「伊香色雄命」は開花天皇代で、これ以降、多くの氏族が誕生し一大勢力となった。

以降「軍事氏族」としての性格も持つようになり、石上神宮にも関わるようになった

が、用明天皇代の丁未の乱（587）で蘇我氏に滅ぼされた。
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当時の大和の地形図 （注）Wikipedi（出典）に筆者が追記

４ まとめ

以上、欠史八代の天皇の周辺を日本書紀を中心に拾ってみたが、次のことが言える。

(1) 欠史八代の期間は100年足らずである。皇后を送ったニギハヤヒ一族の系図には

異論が多いが、ある程度史実性があり、皇后を娶った天孫族側も実在していたと考

えてよい。

(2) 記紀では天皇は直系の子が継承したことになっているが、100年足らずで10代は

継承できない。その時点で最も相応しい者が継承者に選ばれていったと考えられる。

この観点からみれば「宮」は政治の中心地でなく天皇の出身地であった。

(3) 神武天皇以降、天孫族はニギハヤヒ一族の力を借りて少しずつ勢力を拡大して

きたが、欠史八代の天皇代では明らかにニギハヤヒ一族の方が勢力があった。

宇陀地方の水銀による財力、磯城県主から得られる食料、ニギハヤヒ一族からの武

力を得て、祟神天皇代には他の氏族と並ぶ状態になった。

(4) 日本の古代の政治の形態は、地方自治は各豪族に任されており、九州、大和な

どのブロックの統制を任された大王が各豪族の推挙により選ばれていた点にある。

しかし、大王は祭祀権は持つが施政権は擁立した有力豪族が持ち、これが大和で

の天孫族の立ち位置を分かり難くしている。少なくとも欠史八代の天皇は大和を

代表する大王では無かったであろう。
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『日本書紀』（継体～持統紀）の正月記事

瀬戸市 林 伸禧

はじめに

『隋書』俀国伝では、正月行事として

每至正月一日 必射戲飲酒 其餘節略與華同 （中華書局版二十四史『隋書』466頁）

と記述されている。これに関して『日本書紀』の記事を調査した。

1 正月行事

各天皇紀の正月記事について抽出し、別冊の『日本書紀』(継体～持統紀)及『続日

本紀』(文武紀）」に整理した。その概要は、表１のとおりである。

正月行事は、孝徳紀以降にくわしく記述されており、「射・宴（饗・酺）」のほか「賀

正、御薪、官位の授与」などの正月行事が行われていたとされる。

表１ 正月記事概要(継体～文武紀)

代位 天皇 射 宴・饗・酺 賀正 御薪 左記以外

２６ 継体 記述なし 天皇即位

２７ 安閑 記述なし 酺：5日 記述なし

２８ 宣化 記述なし

２９ 欽明 記述なし 立皇后
立太子

３０ 敏達 記述なし

３１ 用明 記述なし 立皇后

３２ 崇峻 記述なし

３３ 推古 記述なし ７日 記述なし

３４ 舒明 記述なし 天皇即位
立皇后

３５ 皇極 記述なし 天皇即位

３６ 孝徳 15日 7日 天皇朝賀出席：元日 － 臣下増封

３７ 齊明 記述なし 天皇即位

３８ 天智 7日 7日 臣下奏賀：2日 － 天皇即位
臣下任官職

３９ 天武 16･17･18･23日 賜宴：2･7･15日 臣下拝朝：元･2･3日 3･15日 天皇授位階
宴：7･8日
酺：18日

４０ 持統 17･18日 宴：3 天皇朝賀：元日 15日 天皇即位 天皇賜位
饗：7･16日 臣下拝朝：2日 天皇授位階

臣下増封

４１ 文武 記述なし 宴：15･16日 天皇受朝：元日 天皇授位階
賜物品
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２ 正月行事の詳細
(１) 射・宴(饗、酺)
正月での行事は「表２ 正月の『射』及び『宴(饗・酺)』記事」のとおりである。

表２ 正月の「射」及び「宴(饗・酺)」記事

天 皇 月 日 記 事
西暦 干支 年号 年

代 天皇 閏 月 朔 干支 日 宴・饗・酺 射

535 乙卯 17 安閑 安閑 2 ー 正月 戊申 壬子 5 二年春正月戊申朔壬子 詔曰「……朕甚欣焉 可大酺五日 爲天下之歓」

612 壬申 33 推古 推古 20 ー 正月 辛巳 丁亥 7 廿年春正月辛巳朔丁亥 置酒宴宴群卿

647 丁未 36 孝徳 大化 3 ー 正月 戊子 壬寅 15 三年春正月戊子朔壬寅 射於

668 戊辰 38 天智 天智 7 ー 正月 丙戌 壬辰 7 （七年春正月丙戌朔）壬辰 宴 群臣於内裏（※正月3日即位）

670 庚午 9 ー 正月 乙亥 辛巳 7 九年春正月乙亥朔辛巳 詔士大夫等 大射宮門内

673 癸酉 39 天武 天武 2 ー 正月 丁亥 癸巳 7 二年春正月丁亥朔癸巳 置酒宴群臣（2月27日天武即位）

675 乙亥 4 ー 正月 丙午 壬子 7 （四年春正月丙午朔）壬子 賜宴 群臣於朝庭

壬戌 17 壬戌 公･大夫及百寮諸人 初位以上 射于西門庭

676 丙子 5 ー 正月 庚子 甲寅 15 （五年春正月庚子朔甲寅）即日 悉集朝庭 賜宴

乙卯 16 乙卯 置 禄射于西門庭 中的則給禄有差

677 丁丑 6 ー 正月 甲子 庚辰 17 六年春正月甲子朔庚辰 射于南門

678 戊寅 7 ー 正月 戊午 甲戌 17 七年春正月戊午朔甲戌 射于南門

679 己卯 8 ー 正月 壬午 己亥 18 己亥 射于西門

680 庚辰 9 ー 正月 丁丑 甲申 8 九年春正月丁丑朔甲申 天皇 御于向小殿 而宴王卿於大殿之庭

癸巳 17 癸巳 親王以下 至于小建 射南門

681 辛巳 10 ー 正月 辛未 丁丑 7 （十年春正月辛未朔）丁丑 天皇 御向小殿而宴之

丁亥 17 丁亥 親王以下 小建以上 射于朝庭

683 癸未 12 ー 正月 乙未 7 (十二年春正月己丑朔)乙未 親王以下及群卿 喚于大極殿前 而宴之

684 甲申 13 ー 正月 丙午 23 丙午 天皇 御于東庭 群卿侍之

時 召能射人 及侏儒・左右舎人等 射之

686 丙戌 朱鳥 元 ー 正月 壬寅 癸卯 2 朱鳥元年春正月壬寅朔癸卯 御大極殿 而賜宴於諸王卿

丁巳 16 丁巳 天皇御於大安殿 喚諸王卿賜宴

戊午 17 戊午 宴 後宮

己未 18 己未 朝庭 大酺

689 己丑 40 持統 持統 3 ー 正月 甲寅 庚申 7 (三年春正月甲寅朔)庚申 宴公卿 賜袍袴

690 庚寅 4 ー 正月 戊寅 庚辰 3 (四年春正月戊寅朔)庚辰 宴 公卿於内裏 仍 賜衣裳（※元日、持統即位）

692 壬辰 6 ー 正月 丁卯 癸酉 7 (六年春正月丁卯朔)癸酉 饗公卿等 仍賜衣裳

壬午 16 壬午 饗 公卿以下至初位以上

693 癸巳 7 ー 正月 辛卯 丁酉 7 (七年春正月辛卯朔)丁酉 饗 公卿・大夫等

694 甲午 8 ー 正月 乙酉 辛卯 7 (八年春正月乙酉朔)辛卯 饗 公卿等

庚子 16 庚子 饗 百官人等

辛丑 17 辛丑 五位以上射

壬寅 18 壬寅 六位以下射四日而畢

695 乙未 9 ー 正月 庚辰 丙戌 7 (九年春正月庚辰朔)丙戌 饗 公卿・大夫 於内裏

乙未 16 乙未 饗 百官人等

丙申 17 丙申 射四日而畢

696 丙申 10 ー 正月 甲辰 庚戌 7 十年春正月甲辰朔庚戌 饗 公卿･大夫

己未 16 己未 饗公卿･百寮人等

辛酉 18 辛酉 公卿・百寮 射於南門

697 丁酉 11 ー 正月 戊戌 甲辰 7 十一年春正月甲辰 饗 公卿・大夫等

癸丑 16 癸丑 饗 公卿・百寮 （8月持統譲位、文武即位）

701 辛丑 41 文武 大宝 元 ー 正月 乙亥 庚寅 16 (大宝元年春正月乙亥朔)庚寅 宴皇親及百寮於朝堂

壬辰 10 壬辰 廃大射 以贈右大臣喪故也

702 壬寅 2 ー 正月 己巳 癸未 15 (二年春正月己巳朔)癸未 宴群臣於西閣

705 乙巳 慶雲 2 ー 正月 癸亥 丙申 15 二年春正月丙申 賜宴文武百寮于朝堂

宴：うたげ。さかもり。さかもりをする。やすらか。やすんずる。たのしむ。 饗：もてなす。ねぎらう。酒食を供してねぎらう。すすめる。そなえる(供)。

酺：さかもり。うたげ。国に慶事があるとき、天子から飲食をいただき宴会を開くこと。

  新版『漢語林』（大修館書店、平成6年4月）303･1213・1117頁



*1 射：新日本古典文学大系『続日本紀』一、296頁（補注「大射」）参照
*2 宴：正月七日については、日本古典文学全集『日本書紀』②、565頁（頭注二五）参照
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射
*1
は原則として正月十七日、宴

*2
は正月七日に行ったとしているので、俀国と同

様に正月の恒例行事として行われていたと推定される。ただし、俀国は正月元日に「必

射戲･飲酒」を行っていたが、近畿天皇家では行事日が分離している。

すなわち、近畿天皇家が正月に行う射・宴は、俀国の正月行事と「似て非なるもの」

と思われる。

また、天皇紀では「宴」で記述しているが、持統紀では、即位年までの三・四年は

「宴」、即位後の五年正月条では「賜 公卿飲食･衣裳」、六～十一年は「饗」と記述さ

れており、この記述の違いの理由は不明である。

特に、天武十五(朱鳥元年)年では、宴を正月二日(大極殿)・十六日(大安殿)・十七

日(後宮)と三回も行っている。また、十八日では「朝廷 大酺」と大がかりな酒宴が

催されたと記述されている。

次の安閑二年条に「酺」に関する用例がある。

二年春正月戊申朔壬子 詔曰 「間者連年 登穀接境無虞 …… 内外清通 國家殷

富 朕甚欣焉 可大酺五日 爲天下之歓」

詔して曰はく「近頃、毎年穀物は実り、国境に外敵の心配ない。……内外は平

穏で、国家は富み栄えている。私はたいそう喜んでいる。五日間の大宴会を催し、

大いに喜び合おう。」と仰せられた。 （日本古典文学全集『日本書紀』②343頁）

新版『漢語林』では、「酺」の意味を「国に慶事があるとき、天子から飲食をいた

だき宴会を開くこと」とされており、この安閑二年の記事における「酺」は妥当であ

る。では、天武天皇の「慶事」とは何であったろうかと気になるところである。十四

日には、「難波大蔵省失火 宮室悉焚」と被害を受けたにもかかわらずである。

(２) 賀正

賀正記事を抽出したのが「表３ 賀正記事」である。

賀正に関する記事は、孝徳紀から始まっており、各天皇記の状況は次のとおりであ

る。なお、皇極・斉明紀では記述されていない。

① 孝徳紀

孝徳紀では、孝徳天皇が元日に賀正礼に参列(大化二・四・五年、白雉元・三年)し

たとある。そして、その日に帰った(白雉元年)と記述されている年もある。それ以

外は不明である。

② 天智紀

天智紀では、天智十年正月二日に臣下から賀正の奏上があったが、これ以外には賀

正に関する記事は記述されていない。また、元日での天智天皇の行動は記述されてい

ない。

③ 天武紀

天武紀では、正月二日（天武四・十二年）に臣下から拝朝（朝賀）を受けたと記述

されているが、元日における天武天皇の行動は記述されていない。

これらの記事から、元日に賀正の礼に参加し、二日に臣下から朝賀を受けたと推定
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できる。なお、天武五年正月元日に天武天皇は臣下から朝賀を受けたと記述されてい

る。これは、前年の天武四年十一月に「大地動」と地震が発生し天武五年の賀正礼が

中止となったので、元日に繰上げて臣下から朝賀を受けたと推定する。

天武十年は、正月三日に臣下から朝賀を受けたと記述されているが、一日繰下げた

理由は不明である。考え得るに正月二日条に「頒幣帛 於諸神祇」と記述されている

ことから諸神を崇拝する必要があったのではないかと推測する。

特に龍田・広瀬神については、天武・持統紀では、天武四年四月庚戌朔癸未条に

癸未 遣小紫 美濃王 小錦下 佐伯連広足 祠風神 于龍田立野

遣小錦中 間人連大蓋 大山中 曾祢連韓犬 祭大忌神 於広瀬河曲。

の記事を初出とし、天武天皇は天武四年から朱鳥元年(天武七年を除く)まで、持統天

皇は持統四年から十一年まで、毎年四月と七月に龍田神社・広瀬神社の両神社を祭ら

せたとしている。

④ 持統紀

持統紀では、持統三年正月元日条には

三年春正月甲寅朔 天皇 朝万国于前殿

とあり、元日に朝賀を行うようになった。

なお、持統四年は正月二日に「拝朝」と記述されているが、元日に持統が即位した

ので、翌日に延期されたと理解できる。

持統三年・四年以外では賀正に関する記事は記述されていない。

⑤ 文武紀

文武天皇は、文武紀の文武二年、大宝元年・二年（大宝三年は、「廃朝」と記述さ

れているが、前年十二月持統上皇崩のためと思われる。）、及び慶雲元年・三年正月元

日に朝賀の礼を受けたと記述されている。文武三年・四年及び慶雲二年には朝賀の礼

の記事は記述されていない。

(３) 賀正のまとめ

以上の記事から、孝徳天皇は、賀正の礼に出席するため、元日に出かけた。天智･

天武天皇は元日の行事は不明であるが、臣下は正月二日、天皇に対して賀正の礼を行

った。このことにより、元日には孝徳天皇と同様の賀正の礼を行ったと推定できる。

つまり、近畿天皇家以上の最高権力者（九州王朝）が存在していたと思われる。

持統紀では元日に賀正の礼を行っており、天武紀までは九州王朝の配下であったが、

持統紀では九州王朝から自立したと思われる。

傍証として、持統四年に即位後の持統四年十一月条に

甲申 奉勅始行 元嘉暦 與 儀鳳暦

とあり、従来は元嘉暦を用いていたが、儀鳳暦をも併用する記事がある。暦は一地域

に複数存在することは許されないので、持統天皇の影響化の限られた範囲での使用と

理解する。

(４) 賀正に関する論考

・古賀達也「前期難波宮での賀正礼」（『古田史学会報』116号、2013年６月

「白雉改元の宮殿ー「賀正礼」の史料批判ー」（抜粋）

・阿部周一「賀正礼と唐令について」

http://kodaishi-james.sakura.ne.jp/body369.html 最終更新：2015年03月23日
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表３ 賀正記事

天皇 月 日

西暦干支 年号年 記 事 参 考

代天皇 閏月 朔 干支日

646 丙午 36 孝徳大化 2 ー 正月 甲子甲子 元日 二年春正月甲子朔 賀正礼畢 天皇

648 戊申 4 ー 正月 壬午壬午 元日 四年春正月壬午朔 賀正焉 天皇

是夕 天皇 幸于難波碕宮

649 己酉 5 ー 正月 丙午丙午 元日 五年春正月丙午朔 賀正焉 天皇

650 庚戌 白雉 元 ー 正月 辛丑辛丑 元日 白雉元年春正月辛丑朔 車駕 幸味経宮 観 天皇

賀正礼 是日 車駕 還宮

652 壬子 3 ー 正月 己未己未 元日 三年春正月己未朔 元日礼訖 車駕幸大郡宮 天皇

671 辛未 38 天智天智 10 ー 正月 己亥庚子 2 十年春正月己亥朔庚子 大錦上蘇我赤兄臣

與 大錦下巨勢人臣 進於殿前 奏賀正事 臣下

675 乙亥 39 天武天武 4 ー 正月 丙午丁未 2 丁未 皇子以下 百寮諸人 拝朝 臣下,天武４年

11月大地動

676 丙子 5 ー 正月 庚子庚子 元日 五年春正月庚子朔 群臣･百寮 拝朝 臣下

681 辛巳 10 ー 正月 辛未癸酉 3 癸酉 百寮諸人 拝朝庭 臣下

683 癸未 12 ー 正月 己丑庚寅 2 十二年春正月己丑朔庚寅 百寮 拝朝庭 臣下

689 己丑 40 持統持統 3 ー 正月 甲寅甲寅 元日 三年春正月甲寅朔 天皇 朝万国于前殿 天皇

690 庚寅 4 ー 正月 戊寅己卯 2 己卯 公卿･百寮 拝朝 如元会儀 臣下

丹比嶋真人 與 布勢御主人朝臣 奏賀騰極 元日持統即位

698 戊戌 41 文武文武 2 ー 正月 壬戌壬戌 元日 二年春正月壬戌朔 天皇御大極殿受朝 天皇

文武百寮及新羅朝貢使拝賀 其儀如常

701 辛丑 大宝 元 ー 正月 乙亥乙亥 元日 大宝元年春正月乙亥朔 天皇御大極殿受朝 天皇

702 壬寅 2 ー 正月 己巳己巳 元日 二年春正月己巳朔 天皇御大極殿受朝 天皇

703 癸卯 3 ー 正月 癸亥癸亥 元日 三年春正月癸亥朔 廃朝 大宝2年12月

親王已下百官人等 拝太上天皇殯宮也 持統崩

704 甲辰 慶雲 元 ー 正月 丁亥丁亥 元日 慶雲元年春正月丁亥朔。天皇御大極殿受朝 天皇

五位已上始座始設榻焉

705 乙巳 3 ー 正月 癸亥癸亥 元日 三年春正月丙子朔 天皇御大極殿受朝 天皇
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(５) その他

① 御薪

天武天皇時代から始まった。その状況は「表４ 御薪記事」のとおりである。なお、

持統八年からは「進薪」が「進御薪」に変化している。

② 天皇の即位

継体から持統天皇まで15代の天皇の内、継体天皇始め６代の天皇が正月に即位して

いる。また、皇后も正月に定められたとした記事が３代ある。

③ 増封･位階

孝徳紀から具体的に臣下の増封・位階の授与が行われている。そして、近畿天皇家

の位置が高くなるにつれて、臣下の授・贈が多く記述されている。

表４ 御薪 記事

天皇 月 日
西暦干支 年号 記 事 参 考

代天皇 年閏月 朔 干支日

675 乙亥 39 天武天武 4 ー 正月 丙午戊申 3 四年春正月丙午朔戊申 百寮諸人 初位以上 進薪

676 丙子 5 ー 正月 庚子甲寅 15 五年春正月庚子朔甲寅 百寮初位以上 進薪

689 己丑 40 持統持統 3 ー 正月 甲寅戊辰 15 三年春正月甲寅朔戊辰 文武官人 進薪

690 庚寅 4 ー 正月 戊寅壬辰 15 四年春正月戊寅朔壬辰 百寮 進薪

694 甲午 8 ー 正月 乙酉己亥 15 八年春正月乙酉朔己亥 進御薪

695 乙未 9 ー 正月 庚辰甲午 15 九年春正月庚辰朔甲午 進御薪

696 丙申 10 ー 正月 甲辰戊午 15 十年春正月甲辰朔庚戌戊午 進御薪

注 ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典による「御薪」の解説

律令制下，毎年一月 十五日諸官諸司が宮内省に納めた薪。またその儀式をさす。

七世紀の中頃，天武天皇のときに始まった。令の規定で，在京の文武官人は位階に応じて一定

数の薪を納める。平安時代には，畿内の国司も御薪を納めることが『延喜式』に規定され，さ

らに諸大寺にもこの風習が普及した。

(https://kotobank.jp/word/%E5%BE%A1%E8%96%AA-138312)

３ 考察

正月記事により、近畿天皇家は、孝徳天皇時代から発展し、持統天皇時代に自立し、

文武天皇時代に権力が九州王朝から移動したと理解している。

権力の移動は、中国史書によれば戦争の勝利によるのが一般的であるが、臣下が権

力を奪取した場合も存在する。

九州王朝から近畿天皇家への権力の移動はどちらか不詳であるが、天武天皇の立ち

位置を吟味する必要があると考えており、天武天皇については後述する。（つづく）
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倭の五王 -『宋書』の倭國 - その９

名古屋市 石田敬一

先に示した仲哀、応神、仁徳の御陵について復習し新たな知見を付加します。

仲哀陵については、『古事記』が「御陵在河内惠賀之長江也」とするのに対して、

書紀では体裁を整えてこの河内を國として「葬天皇於河内國長野陵」と記しています。

私は、記紀に共通の「河内」の「長江・長野」と同じ地名を含む筑紫の「野河内」渓

谷付近で、現・糸島市の「長野」に比定しました。ここには「長野川」が南北に流れ

ています。長野川の名称は『古事記』の「長江」の別称であり、記紀の両方の地名に

合致しているので、この長野川周辺に仲哀陵を比定するのは妥当であるとしました。

そして、長野川沿いにあって、仲哀陵であるとの伝承がある上宮奥之院古墳（長嶽山
ながたけやま

古墳群）を仲哀陵に比定しました。

上宮奥之院古墳（長嶽山古墳群）
ながたけやま

（Google map使用。以下同じ。南東からの眺め。下を流れる川は長野川。）

また、応神陵については、『古事記』に「御陵在川内恵賀之裳伏」とあります。

通説では、「恵賀」と地名がマッチする、近鉄大阪南線の恵賀ノ荘をあて、そして

雄略紀には「於蓬蔂丘譽田陵下」とあり、やや場所は離れるものの「誉田」と地名が
いちびこのおか

マッチする羽曳野市誉田の誉田山古墳を応神陵に比定しています。ただし、通説では
こん だ さん

「裳伏」や「蓬蔂丘」の記述については全く無視しており、私はこれらの地名につい
いちびこのおか

ても重視すべきと考えました。

応神陵の「川内恵賀」は、仲哀陵の「河内恵賀」と類似の地名ですので、仲哀陵と

同じ地域、すなわち長野川流域内にあるとして、さらに「裳伏」とあるのでスカート

状の裳を伏せた、なだらかな地形であるとともに、応神紀の「蓬蔂丘」から、イチゴ
いちびこのおか

の特産地である糸島のなだらかな丘に比定するのが妥当としました。具体的には、糸
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島の長野川沿いのイチゴ生産が盛んな地域の丘の上にあって、王者を思わせる金メッ

キの方角規矩四神鏡を始め10枚の銅鏡、刀剣、勾玉など多くの副葬品が出土した
ほ う か く き く し し ん

一貴山銚子塚古墳を応神陵に比定しました。
い き さ ん ち よ う し づ か

一貴山銚子塚古墳
い き さ ん ち よ う し づ か

（西からの眺め。かみあり保育園の上、東に長野川が見える。右下に一貴塚駅がある。）

次に、仁徳陵については、仁徳記に「御陵在毛受之耳【上】原也」とあり、仁徳紀に

「葬于百舌鳥野陵」とありますので、記紀には、共通して「毛受」、「百舌鳥野」すな

わち「もず」の地名があります。また、履中陵は「御陵在毛受也」「葬百舌鳥耳原陵」、

反正陵には「葬瑞齒別天皇于耳原陵」「御陵在毛受野也」と記されます。

通説では、阪和線の百舌鳥駅と、その西の南海本線の石津川駅に挟まれた所に位置

する百舌鳥耳原中陵を仁徳陵とし、その南西にある上石津ミサンザイ古墳を履中陵、

仁徳陵の北の三国ヶ丘町にある古墳を反正陵に比定しており、記紀の地名起源説話に

合致しています。しかし、これは、記紀編者に天皇の御陵は近畿にあるとの認識のも

とに、近畿の「百舌鳥野」にある古墳を各天皇の御陵に比定したからと思われます。

つまり、記紀は、摂津・難波の「百舌鳥野」や「石津原」の地名を想定して記されて

いるのではないでしょうか。

地名説話では、「百舌鳥」の地名は、陵墓造営中に絶命した鹿の耳の中からモズが

現れたことから「百舌鳥（毛受）の耳原」若しくは「百舌鳥野」と名づけられたとさ
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れ信頼性に欠ける地名説話です。「百舌」は、そのまま読めば「モモゼツ」で、「百」

の鳥の鳴き声を真似る「舌」を持つので、１文字に１音をあてて百舌と書いて「もず」

と読まれ、鳥を付加しても同様の読みとしています。仁徳陵、履中陵、反正陵にある

ように「毛受」とも書き、さらに「裳伏、万代、毛須、藻伏」も同訓であるとされま

す。

となると、応神記に記された応神陵の「裳伏」は、同訓で「もず」と読まれること

になりますが、「裳伏」の普通の読みは「もふし」でしょうから、書紀編者は、応神

陵と仁徳陵が同じ地域にあると想定し、「裳伏」を「もず」と読むとともに、仁徳紀

では「百舌鳥」に書き換えて、百舌鳥の地名がある摂津の大きな古墳を応神陵や仁徳

陵に想定したのではないかと思います。

しかし、仁徳の皇居は、先に博多の高津神社（那珂川町山田）若しくはその本宮に

ある可能性を私は指摘しました。ただ、仁徳陵は、宮に近い位置にある那珂八幡古墳

（福岡市博多区那珂一丁目）を示唆したものの、この博多の辺りに「百舌鳥」の地名

は見当たりません。

ところで、愛知県一宮市には、大和町毛受（以前はモズと呼んだ）の地名がありま
めんじょ

す。これは物部氏の一族である百舌鳥氏から諸国に散った者のうち、尾張国中島郡に

定住した者が毛受の表記に変えたものと考えられています。すなわち物部氏の一族で

ある百舌鳥氏の定住地が「百舌鳥」の地名に変わる実例であり、当該の「百舌鳥野」

の地名は、まさに物部氏に関わる一族が定住した地域であるからにほかなりません。

先に示したとおり、北部九州の遠賀川流域は、物部氏の本拠地であり、ここに「百

舌鳥」の地名があるのはうなずけるところです。

『香春町史跡案内図』では、香春町の谷口のバス停東の付近で、国道322号線バイ

パス沿いに、「百舌鳥原金山跡」（地図の右の方）が描かれています。この辺りが「百

舌鳥」の地名と関わっていたのは間違いないでしょう。

（香春町の史跡案内看板より。）
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とすると、仁徳紀には、「獻于天皇。是日、幸百舌鳥野而遊獵」とあり、鷹を献上

された、その日に博多の難波高津宮から現・田川郡香春町の「百舌鳥原」に狩りに出

かけたことになります。先に想定した博多の難波近辺よりやや離れますが、博多から

香春町まで６０kmほどの距離ですので、移動可能な距離であろうと思います。

北部九州の香春町にある百舌鳥原の地名は、このあたりに、仁徳陵を始め、履中陵、

反正陵があったことを想起させます。

福岡県田川郡香春町には河内王陵と呼ばれる古墳があり、通称は「外輪崎古墳」と

されています。被葬者は明らかではありませんが、宮内庁では陵墓参考地として「勾

金陵墓参考地」（被葬候補者：第40代天武天皇 皇孫長親王王子河内王）として治定さ

れています。ただし、この古墳は、６世紀後半の円墳とされ、天武の王子の時代であ

る７世紀とは異なり、また仁徳の時代とも合いません。

ところが、香春町には、このほかにもっと重視されるべき古墳があります。

香原町の宮原遺跡（福岡県田川郡香春町宮原大字採銅所4925）は、弥生の箱式石棺

が４基のほか長生宜子銘内行花文鏡や壽如金石銘内行花文鏡等の青銅鏡、鉄剣（又は

鉄刀）が出土（香春町教育委員会）しています。その出土地点と思われるところには、

100ｍ以上の大きさと思われる方円墳（前方後円墳）とおぼしき形状が見られること

から、築造時期や被葬者が気になるところです。

次の写真の左下に宮原古墳があり、左手前側が方円墳の円にあたるところで、方に

あたる部分と共に開墾されています。方円墳らしき形状がくっきり見てとれます。

この宮原古墳の東にも、宮原古墳とは逆向きに方円墳らしき形状が認められます。

こちらについては古墳かどうかもわからず、調査がされていないようです。

宮原遺跡（福岡県田川郡香春町宮原大字採銅所4925）

さらに、その南方で、香春町との境界付近に位置する福岡県田川郡赤村内田小柳に

は、朱色を施した横穴式石室があったことが記録されており、「小柳古墳」と名付け

られていますが、詳細は不明です。（赤村文化財調査委員会編1976『郷土我鹿文化財

を訪ねて』、赤村教育委員会編2008『赤村史』）

小柳古墳は、赤村の低丘陵上に位置する古墳であり、次の写真のとおり方円墳と思

われる地形が認められます。
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小柳古墳（福岡県田川郡赤村内田小柳）

東側を福岡県道419号線と平成筑豊鉄道の田川線が通っています。私が写真上で、

この方円墳を計測したところ、350ｍ程度の大きさと思われます。
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宮内庁では、仁徳天皇陵について、大阪府堺市堺区大仙町にある大仙陵古墳（大山

古墳）を「百舌鳥耳原中陵」として治定し、これが日本最大の墳丘長486ｍとされま

す。次いで誉田御廟山古墳（応神天皇陵古墳）の425ｍ、さらに石津ヶ丘古墳（履中

天皇陵）の365ｍが３番手とされることから、小柳古墳は、私の写真計測どおりなら

ば全国で３番手クラスの巨大古墳と考えられます。

また、小柳古墳の東にも、並行して同程度の大きさの方円墳らしき形状が見られま

すが、こちらは調査されていないようです。これら赤村にある大型古墳と方円墳らし

き形状の地形は、その大きさからして王者の御陵ではないかと注目されます。

香春町や赤村の遺跡の詳細が不明ですので、今のところは全く想像の域を出ません

が、香春町や赤村の方円墳等は、物部氏の本拠地の遠賀川流域にあって、「百舌鳥」

の地名に関わるので、仁徳陵を始め、倭の五王である讃に比定される17代履中、珍に

比定される18代反正の御陵であるかもしれません。今後の発掘調査に期待するところ
はんぜい

です。

なお、宮原遺跡の東には、宮原金山遺跡があり、その所在する香春町大字採銅所字
みやはらきんざん い せき

金山周辺では、土師器片や瓦器片、鉄滓、炉壁などが多数発見され、また、谷部の調

査では総重量10ｔを超える鉄滓・炉壁等が出土し、鉄製錬の生産に関わる遺跡の存在

が明らかになっており、こうした遺跡も注目されるところです。まだまだ北部九州に

は、調査が不十分な古墳や埋没古墳があり、興味は尽きません。

以上のことから、仁徳、履中、反正の古墳は、近畿の百舌鳥・古市古墳群のみに限

定されうるとはかぎらず、これらの紹介した古墳やそれらしき形状のある北部九州の

地域に、「もず」の地名にかかわる御陵があった可能性があると考えるものです。

前回の例会の内容

■『日本書紀』（継体～持統紀）の正月記
瀬戸市 林 伸禧

『日本書紀』の継体紀から崇峻紀まで
の正月記事について言及した。
あわせて同記事の一覧などを配布した。

■九州菊池川流域の人々
一宮市 畑田寿一

方保田橿原遺跡や熊本県の製鉄遺跡な
どから菊池川流域の人々の状況を論じた。

■ 投稿締切り日 １月30日(火)厳守
・横書き。べた打ち。インデント無し。
・ＭＳ明朝12ポイント。
・見出しのみＭＳゴシック。
・見出しは左寄、記号１、(１)、①の順。
・図書は『 』で発行所・発行年を明記。
・引用文は「 」で出典・頁を明記。
・数字は１字は全角、２字以上は半角。

■ 投稿先（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

例会の予定など

■ 例会の予定
１ 日 時 １月７日(日) 13:30～17:00
２ 場 所 名古屋市市政資料館 第１集会室
名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051

３ 参加料 500円 （会員は不要）
４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所」、東徒歩８分
(2) 名鉄瀬戸線「東大手」、南徒歩５分
(3) 市バス「市政資料館南」、北徒歩５分
(4) 市バス「清水口」、南西徒歩８分
(5) 市バス「市役所」、東徒歩８分
５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月以降の例会 ２月11日、３月11日

古田武彦先生とその学問に興味のある方なら

どなたの参加も歓迎します。また参加に際し事

前連絡は不要です。遅刻・早退もかまいません。

例会で発表する際は資料を２５部用意ください。


